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は じめに




的な規模で一様 に博物館 を訪れる機会 とい うのは、小中学校時代 における博物館見学であ り、
それを博物館への理解 を深める恰好の機会 として、何 とか実効力のあるものに したいと考える
向きも多いだろう。'
実際に、博物館と学校教育との連係は、博物館法の中にも謳 われているもので、児童 ・生徒






問題点はい くつも指摘 されている。学芸員が臨時 に教師のかわ りとなって授業 をお こなうと
いった程度で、教室での前後の学習内容 とは全 く切 り離れて しまっている。理論上、事前学習 ・
事後学習の必要が言われてお り、教師自身が博物館教育に相当の理解が必要 とされているが、
それがあ まり実現 していない。実物資料の存在とい う博物館の特性がなんら生か されていない













く指摘 されている。博物館 において展示資料 を活用 しようとした場合、このような思考様式で





今回、検証の題材 として取 り上げたのが博物館のワーク ・シー トである。ワーク ・シー トと
は展示を観察 しながら設問に対 して解答 を記入する形態の教材である。我が国の博物館でもす
でに導入が始まってお り、特に小 中学生の見学の折に配布 されるなどしているが、観覧者が有
効に展示資料 を理解できるように誘導 してゆ くというのが本来の 目的であるものの、総体 とし
ては質量ともにまだまだ研究 ・開発の余地がかな りあるように思われる。これに対 して、博物
館発祥の地である英国や米国の博物館では、すでに充実 したワーク ・シー トの製作がおこなわ
れている。小稿では、英国のロン ドン市立博物館のワーク ・シー トを題材 としてその内容 を分
析 しつつ、英国の歴史博物館ではどのような思考方法 を取 り入れて学習活動がおこなわれてい
るのか分析 してみたい と思 う。 ・
1ロ ン ドン 市 立 博 物 館 の ワ ー ク ・シ ー ト
(1)ギャラ リーパ ックの構 成
くハ
ロン ドン市立博 物館は先史時代 か ら現代 にいたる までの ロ ン ドン市の歴 史 をテ ーマ と した博
物館 であ る。日本 で言 えば さ しずめ江戸 東京博物館 に相 当 とい った ところであ ろ うか。同館 で
は児童 ・生 徒の博 物館 における学習活動 を引 率す る教師 の学習指 導 を助 けるため の補助教 材 と
して、GalleryPack(以下 、「ギ ャラリー ・パ ック」 もし くは単 に 「パ ック」 と表記 す る)と い
うワー ク ・シー トを製作 してい る。展 示の テーマ ご とに20数枚 の シー トが一式 となっ た もの
が、管見 の限 り「ROMANLONDON(ロー マ時 代の ロ ン ドン)」(1996年製作)、「TUDORLONDON
(チュー ダ一朝 時代 の ロン ドン)」(1998年製作)、「VictorianLondon(ヴィク トリア朝時 代 の ロ
ン ドン)」(1996年製作)、「20-thCenturyLondon(20世紀 の ロン ドン)」(1998年製作)と い う
4種 が確認 で きる。現在 の 日本の博物館 にお ける ワー ク ・シー トの イメ ー ジとは大 きく異 な り、
一式 が異 な った形 態の複数 の シー トで構城 されてお り、カラー印刷の ケー スに収 め られ ミュー
ジアム ・シ ョップで市 販 されてい る。価 格 は1集 あ た り5ポ ン ド95ペ ンス(2000年現 在 、約
1,000円)であ る。筆者 には、 これ ら全 ての各時代 ご との特 質 を分析 す るほ どの力 量は ない の
で 、ひと まず は、「ヴィク トリア朝 時代 の ロン ドン」を素材 として、いか に展示 を見せ 、どの よ
うなこ とを考 え させ るか とい う点 につ いて分 析 してみたい。
毛 「ヴ ィク トリア朝 時代 の ロ ン ドン」 のパ ッ クは次 の よ うな内容 で構成 されてい る。
①BACKGROUNDINFORMATION(時代 背景 の解 説 ・A3版2つ 折)1枚




⑤Galleryplan(展示室 見取 り図 ・A4判)2枚 組
このパ ックは 「19世紀」「帝 国の首都」とい う2つ の展示室 を対象 と したシー ト群で あ り、⑤
では両展 示室 の見取 り図 が示 され、1～19ま で の アクテ ィビテ ィ ・シー トとそ れが対 象 とす る
個 々の展 示 を対照 で きるように してあ る。① は取 り上 げる時代背 景 を説 明 した もので、ヴ ィク
トリア女 王 の 治 世 下 に お け る ロ ン ドンの 社 会情 勢 に関 す る解 説が あ り、 「SOURCEOF
EVIDENS」と して、どの ような実物資料 で展示 が構成 されて いるか概略 が記 され、また、参考
文献の一 覧 も載 っている。② の年表 は1802年か ら1901年までの主 な出来事 をま とめ たもので、
1801年、1851年、1901年の ロ ン ドンの激増 する人 口が本文 とは別 に 目立 つ形 で記 され ている。
③ は教師が生徒 を指導 するため の助 言が ま とめ られた もの で、5つ のテーマ ご とに具体 的 な設
問事例が記 されて いる。 また、④ の アクテ ィ ビテ ィ ・シー トの内 で どの シー トと連繋 してい る
かが示 されてい る。い わゆ る、ワー ク ・シー トと しての体裁 をとってい るのが④ で あ り、設問
とともに児童 ・生徒 自身がスケ ッチ や解 答 など を書 きこむスペ ースが設 け られ ている。
(2)ヴィク トリア朝 時代 とロン ドン
エ　ハ
ここで、ワーク ・シー トの内容に移る前に、今回のテキス トの時代背景について若干説明を
加えておきたい。
ヴィク トリア朝時代 という名称は文字通 りヴィク トリア女王の在位(1837～1901)に由来
するが、時代 としてはおおよそ19世紀全般 ということとなる。日本では文化文政時代から明治
時代の日露戦争直前ごろまでの期間となるが,ちょうどその中間点 くらいでヴィク トリア朝英
国文化の洗礼 を受けることとなる。英国の19世紀 は対仏 ナポレオン戦争の勝利で幕 を明けた。
18世紀か ら活発化 した海外植民地化政策は地球上の土地4分 の1に も及ぶ という、対外関係で
は文字通 り七つの海を制覇する空前の大帝国を打 ち樹てた時代であった。国内的には18世紀 中
頃に萌芽 した産業革命が最盛期を迎えて工場はフル稼動、「世界の工場」と呼ばれることとなっ
た。産業 ・経済の飛躍的な発展 とともにブルジョア層が社会的に台頭、それと表裏一体に貧困
層の増大 という問題を抱えていた。ヴィク トリア朝時代の末期 にはようや く凋落の兆 しが見 ら














ンのシンボルとも言える国会議事堂(付設の時計塔がかの ビッグ ・ベ ン)やタワー ・ブリッジ
の建設、好事家にとっては切 り裂 きジャック事件、また、コナン・ドイルによるシャーロック・
ホームズ ものの推理小説の執筆 もこの時代のことであるが、それ らに関する展示は記憶 に残っ
ていない。
パ ックの 中で具体 的 な作 業内容 を と もなってい るのが、「ス ターテ ィ ング ・ポイ ン ト」の シー
トと 「アクテ ィビテ ィー ・シー ト」の2種 で ある。次 に、それぞ れの シー トの 内容 と具 体的 な
設問 内容 につ いて見てみ たい。
2ス タ ーテ ィ ング ・ポ イ ン トの 内容
スターティング ・ポイン トのシー トは、「運輸」「衣料」「労働 と娯楽」「学校 と子供」「通商」
という5つの項目で構成されている。各々のシー トを単独で用いる場合を考えてか、各 シー ト
ごとに、教師および補助者 を手助けするようにデザインされている旨と、次の ような同一の指
導要領が記載されている。




・資料に関 して類似点と相違点を探 し、現代におけるそれと比較対象 させる。
・生徒が主体的に問いを発することを促す。
これは英国における基本的な教育上の配慮 と評価することもで きる一節である。つ まり、対
象物をじっくり観察する、比較検討をおこなう、対象物の機能 を考 える、自分の意見を述べる、
意見について根拠 を持つ、といったような諸点である。既 にこの時点で、博物館資料 を用いた
学習を実施する上での基本姿勢が、我が国の学校教育の中では酒養 し得るものなのかという疑
問が湧いて くる。なお、このシー トは後の1～19のアクティビテ ィ・シー トとの関連はもたせ
ているが、全 く同内容の ものについてスターティング ・ポイン ト=教師のための指導要領、ア
クティビティ ・シー ト=児童 ・生徒の作業用 という分け方がされているわけではない。前者は
あ くまで指導方法の例示、後者は具体的な教材というようにそれぞれ独立性が もた されている
ようである。
孟 次に、ス ターティング ・ポイントのシー トに例示された具体的なテーマごとの設問内容をい
くつか見てみたい。






・現代の車 との相違点 を5つ 考える。
・馬 をもちいた運送手段 を他に3つ 挙げる(こ れらは、展示資料、模型、絵画で)。









・このような服 をつ くる女性はなぜ少 しの賃金 しかもらえなかったのか?
・少ない賃金は正当であったと思 うか?
労働と娯楽(Workandleisure)


















・引 き返 して食品雑貨店 を見、外国から輸入された ものを2つ挙げる。
これ らの設問群には、一見 してわかる通 り、馬車の乗客の数というごく簡単なものから、す
ぐには解答が出てこないような難問まであるが、正答 を問うという以前 に、まずは、児童 ・生
徒 自身の考えを述べ させ るという基本姿勢が色濃 く見 られる。また、児童 ・生徒が置かれてい
る個人的な状況 ・環境 に引 き付けての設問が多 く、展示内容 を自分 とは全 く別次元の ものと傍
観せず、自身の問題 として関心 をもつような配慮がされているのも特徴である。例 えば、教室




比である。これについては、次のアクテ ィビティー ・シー トの中で盛んにおこなわれる手法で
ある。これもある種の 自己を含む世界の状況 ・環境 とのつなが りからの理解であるが、同時に
それは資料のモノとしての機能を理解することにも通 じるだろう。
モノの機能を理解 させるという点はかな り徹底 している。昔の台所 に現在の道具を持ちこむ
という設問は、一見単純な問いの ように思 うが、19世紀当時の台所に欠けていた機能、最新の
用具に備わった機能、現在必要でも当時は必要ない機能、といった点を理解 させるという、考
察の仕方によっては非常 に高度な設問 とも考えられる。また、モ ノとしての機能に加え社会的
な機能という点にも注意が払われている。例えば、輸入原料の標本事務所の利用者を問 う設問
である。このつづ きには、石炭を輸送する時に河川交通を利用するのはなぜか という設問 もあ
るのだが、かな り高度 な質問である。当時の輸送手段 の実情、石炭自体の貨物 としての性格、
河川交通網め整備など、石炭輸送 という状況を構成する様々な要素 を理解 していない としっか
りした解答ができない設問である。
これらの学習内容に、いずれも通底 しているのは、根拠 ・理由を必ず求めるという点である。
つまり、物事の道理 とい うものを知る上で博物館の資料が利用されているわけである。これ ら
は、「依 らしむべ し、知らしむべからず」という教育姿勢との対極にある とも言えよう。こうし
た基本姿勢は、次のアクティビティ ・シー トの中にも遺憾 なく発揮されている。
3ア クテ ィビテ ィ ・シー トの内容
今度はアクティビティ ・シー トの内容について検討を加えてみたい。スターテ ィング・ポイ
ミ ントが教師の学習指導のために博物館での学習活動の基本スタイルを提示する手引的な性格を
持っていたのに対 し、こちらは児童 ・生徒の具体的 な学習作業用教材 ということとなる。この
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つ
シー トを人数分 その ままコ ピーす れば、即 、児童 ・生徒 が書 き込め る ような形 とな って いる。
す なわち、日本の博物 館で言 うワーク ・シー トにあ たる ものが これで ある。ここで は、シー ト
ご とに作 業の内容 を紹 介 しコメ ン トを付 してみ たい。シー ト自体 は全 部 で19枚あ るが、今 回 は
くぼ
そのうちの何枚か をとりあげる。なお、各項の・番号 はシー トのオリジナルナンバーである。
1貸出資料の選択(Choosingwhattosave)
ハ ンガリーの博物館がヴィク トリア朝時代のロン ドンに関する小展示のために資料借用をも
とめてきたため5点 の展示資料を貸 し出す、という想定で作業課題を与 えている。
ヴィク トリア朝時代の ロンドンの生活を紹介す るのに適 した資料5点 を具体的に選ばせ、
各々の資料のスケ ッチ と解説を記 させる。また、資料 を破損 させないための運搬方法を考案 さ
せている。
1番最初のシー トに、実際に博物館で行われるような作業が取 り上げられているが、それに
して も、ヴィクトリア朝時代 という英国史上で も濃密な時代を5つ の資料で表現すること、ま
た、資料の運搬方法の考案などは、とても小中学生 レベルで対応できる課題 とも考え難いが ど











3番目のように 「小型の黒板 とチ ョー ク」という明確な解答 を出 させ る設問はかえって珍 し
い。当時の教員の権威的なふるまいを印象付けているのも特徴である。
4ハ ンソン・キャブ(TheHansoncab)





実際の展示資料はハ ンソン・キャブ単体であ り、運 転手のマネキンや馬はついていない。キャ


















た、比較対照 というのはアクティビティ ・シー ト全般にわたって頻度の高い作業である。
13日常の衣料(Thedaydress)
労働者階級の展示ケースにある衣料を観察させ、その衣料を表現するのに適 した単語(単純
優美 高価 鈍重 醜悪 貧相 特別 大仰 気品 豪華 安手 派手 等)に ○ を付け、
衣料の2つ の長所 ・短所 を考えさせる。また、このような衣料を着ていた女性 はどのような立
場にあったか、衣料縫製の絵から衣料製造の労働現場について気付いた点を述べさせている。
労働者階級の衣服 とは言っても、コルセッ トによって裾が開き、襟元にはフリルの付 いた、
今 日でいう労働着とは少 々違ったイメージを持つ衣類がテーマである。また、絵から分かるこ




食品雑貨店の店頭 を再現 した展示を見せ、そこで販売 されている ものを5点 、現在のスー
パー ・マーケットとの違いを3点記述させている。また、買い物 をする上でどの ような形状の
店舗が便利か質問 している。
最初の設問は比較的容易である。以降は現代 との比較であるが、最後の問いはおそ らくカウ
ンター形式となっている展示の店舗 とスーパー・マーケッ ト形式 との比較を試みたものであろ
う。
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15食 料雑貨 店 一2(Thegrocer'sshop-2)
食 料 雑 貨店 の店頭 を描 いた絵 に、除外 され ているい くつ かの資料(茶 壷 、珈瑳挽 器、糸供給
器 、定 規 、パ ラフ ィン油の ポ ンプハ ン ドル)を スケ ッチ させ、それぞれの 品が何 に用 い られ た
か記 入 させ てい る。
こ こで のスケ ッチ はハ ンソ ン・キ ャブの乗客 と違 って実 際 に展示 され ている もの のス ケ ッチ
とな る。比較 的単純 な作業 ではあ る。
17ペ ン トンビル通 り(PentonvilleRoad)
ペ ン トンビル通 りか らの セ ン ト・パ ンクラス駅 とホテ ルを描 い た絵 画 を図示 し、描 かれ た建
物 の 名 称 と役割 を述べ させ ている。また、絵 の 中に、警察 官、乗合馬車 を呼 び止 め る女性 、郵
便 箱 を空 にす る配達夫 、ハ ンソン ・キ ャブ、乗 合馬車 、大 きな広告看板 をはこぶ男、ガス燈 な
どを指摘 させ てい る。そ して、現在、自分 が住んで いる近 くの大通 りとこの絵 の内容 を比 較 さ
せ て いる。
絵 画 に描か れた事 物 の名 称 を問い、そこか ら当時 の生 活 を読 み解 くとい う方法 自体 はオー ソ
ドックス なものであ ろ う。なお 、セ ン ト・パ ンクラス駅 は 、時 計塔 を もった特徴 的 な駅 舎が歴
史 的 建 築物 と して現 在 もよく知 られている。
18交 差点掃 除人 と花 売娘(Thecrossingsweeperandtheflowergirl)
交 差 点 の清掃 を生 業 と してい る少年 と花 売 りの少 女の絵 を見 て、そ うした子供 の生活 は彼 ら
に と って どの よ うな もの であ ったか 、また、なぜ絵描 きはこの絵 を描 いた のか考 えさせ てい る。
ヴ ィク トリア朝時代 にお いて貧困層 と貧民窟の増加 、児童 労働 は社会 問題 と して大 きなテー
マ で あ るが、子供 の視 点か らそれ を考 える よすが とな ってい る。
作業の種別としては、大別 して設問への解答 とスケッチ ということとなる。スケッチはワー
ク・シー トの作業 としてはオーソ ドックスなものであるが、ここでも19シー ト中8シ ー トで利
用 されている。15食品雑貨店の店頭の品を描 くという展示自体のスケッチから、4ハンソン・




のが 目につ く。例えば、3ボー ド学校、10銀行支配人の事務所、14食品雑貨店などがそうで
ある。当時の事柄を理解する前提 として現代 におけるそれの理解度が求め られるわけであるが、
相当な理解がないと解答の難 しい設問 も散見される。生徒 自らの発見を促す設問 も多い。10銀
行支 配人の事務所や17ペン トンビル通 りがそうであるが、17の絵画の中から特定のものを探
す とい うのは、それほど困難な作業ではない。ただ し、10の支配人が重要人物である証明を展6
示資料 の中から探す というのは、かなり高度な作業をともなう。これは、目前の資料の取捨選
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別 という作業にもなるが、1貸出資料の選択 にみ られるように、簡潔な表現のために特定の要.
素 を抽出する作業 とい うのは、テーマ全体への理解 、個別の資料への理解が相応 にないと達成
できない課題と言えよう。また、展示資料その ものが どのようなものか という個別の理解以外
に、資料 をとりまく社会情勢の理解 を促す設問 もある。例 えば3ボ ー ド学校 における教師の権
威性、13日常の衣料や18交 差点掃除人と花売娘に見 られる貧困層の実情に関する点などで
ある。3ボ ー ド学校のシー トの中における設問 には、例示では省略 しているが、11・12才で学
校 を去った児童が商店 に丁稚奉公をしていた旨を述べ、商店で仕事 をするために少年少女は ど
の ような能力を習得する必要があったか、一方で、商店主 として新 しい店員 を撰ぶ場合 どの よ
うな人物を探すか、というような もの もある。これらの諸点は商店 における労働の問題であ り、
必ず しも展示資料その ものに関するものではない。 さらに、それ自体が展示資料の性格に関'
わって くるもので も'ない。考え方 としては、展示 を一つのきっかけとして商業の問題、労働の
問題へ と視野 を展開しているということとなる。もちろん、この設問が対象 とする展示はボー
ド学校から同 じ展示室 にある商店の展示へ と移行するわけである。また、ここでは展示 されて
いる商店の中から自分が働 いてみたいという店 を1軒 決め させる設宵があるが、展示の中に出
て くる、あるいは想定 される人物 の立場 に立っての意見 ・感想を求める設問も目立つ。例 えば、
3ボー ド学校の生徒、10銀行支配人の事務所で働 くとしたら、10交差点掃除人 と花売娘であ
る。これらは、1問1答 ではな く生徒個々の解答 の しかたがあるわけであるが、やはり展示の
意図を理解 していない と答 えることのできない問いであろう。
九
4展 示 資 料 観 察 の思 考 方 法
パ ックの内容について一通 り紹介 したところで、前項のコメン トと重複することもあるかも
しれないが、若手の考察を加 えてみたい。パ ックの中の設問や作業課題の考案に通底 している
キー ・ワー ドをあげるとすると、再三述べて きたことであるが、①発見を促す、②現代 と対比
する、③根拠 ・理由を重視する、④資料の機能を理解 させる、といった点に要約 されるだろう。
① 発見 を促 す
「発見 を促す」 とい うのは博物館の利用方法 ・と しては至極あた り前のような言い回,しである
が、「実はこうで した」式の解説ではなく、展示資料の観察の中から視覚的にそれを喚起す るの
はなかなか難 しい ものである。ワークシー トの場 合、解説 を読 ませるとい うよりは、生徒 自身
に考えさせるという方法が主であ り、そこから発 見を導 くとい うのは容易なものではない。ヒ
ン トのあたえ方、考えの導き方 という点で配慮 が必要である。
② 現代と対比する
設問には現代 との対比をさせる部分がかなり目立 った。これは、生徒の思考を導 く上で理解
を得やす くするという方法でもあろうが、一方で、相応の現代社会への理解が必要ともなる。
例 えば、商店の形態の利便性 を現代のスーパー ・マーケ ットと比較する課題などは、実際に買




たことだろう。現代における事物 と機能を同じくする過去のものを対比させる とい う方法はそ




のはそうではない場合、つまりそれ自体を歴史の専門知識 として理解 しなければならない もの
の場合である。例えば、江戸時代の金の単位で、1両が4分 、1分 が4朱 とい う4進法という
のは、一体 どの ような形で現代社会にリンクするか?そ の ような設問をワーク ・シー トに設
けるべきか否かはともか くとして、特 に古い時代の資料ほど現代の実生活と乖離 したもの も多
く、このあた りは一つの課題である。"









パ ックの設問に一貫 しているのが、スターティング,・ポイン トの中にもある通 り、展示資料
の形状や機能などがどのような理由でそうなっているのか、また、自分の意見を述べる時、な
ぜなのか理由を考えさせるとい う点である。これは、パ ックの中で最 も重要視 されている部分
とも言えるが、日本の博物館教育、学校教育においてはいかほどの評価 となっているのであろ
うか?例 えば、スケ ッチをさせるにして も、ただ資料を模写するのではな く、ハ ンソン・キャ
ブのシー トの ように実際には目に見えない部分 を想像力で描かせる、とい うのは何が しかの理
由 ・根拠を把握 しなければできない作業である。
このように、解答に根拠 ・理由を問うという、物事 を"考 えさせる"と いう姿勢は、現代 と
の対比という方法とも併せて、いずれにしても、生徒の主体性 を酒養するという姿勢 と理解 し
てよいであろう。
④ 機能の理解
資料というモノを見 させて理由 ・根拠 を問うということは、そのモノの機能を問 うというこ
とである。モノを見せてそこか ら物事を考えさせる上で、モノ自体の機能 ・役割を問 うという
ことは最 も重要なことなのではないだろうか。例えば、ハサ ミという道具 を理解するにあたっ
八
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て、展示 されている眼前にあるハサ ミの名称 ・色 ・形 ・年代 などを知るのも一つの見方 とすれ
ば、ハサミとい うものがモノを切断するための道具であって、切断するにしてもどのようなも




連する様々な事象の理解に至る例 も散見 される。例 えば、商店や教室の展示か ら、商店での雇
用関係 に言及 した り、都市で馬車を使用することか ら生ずる問題(馬糞や事故)、衣料製造の作
業場の風景から当時の労働の状況を考察 させるというような作業がある。つまり、モノ資料を




そ して、もう一つ忘れてはいけない特徴は模範解答がない という点である。それは、指導 ・
助言する教師が用意するということであろうが、要するにパ ックの中には解答集が無いのであ
る。おそまつなが ら筆者 自身我が国の博物館のワーク・シー トをそれほど吟味 したわけではな
いので、単純に比較の題材.としてこう断定 してはいけないのだが、印象 としては 日本のワーク・
シー トからは、モノやその部品、人物の名称、あるいは年代 などについて、い くつかの選択肢
か ら一つを選ばせるなど正答 を求めるとい う形式の設問が多い印象を受ける。また、解答 自体
が歴史用語であった り、その時代特有のものであるなど、児童 ・生徒が 自分自身の既存の知識
や経験から考えるというよりは、ネームラベルや解説キャプションに解答 を探すというような
形態をとるものが多いのではないか。同じ自身で考えさせ るにしても、ロンドン市博のパ ック
の中では、考える道筋を巧妙に仕込んでいるものがい くつかある。.現代 との対比はその分か り
やすい例であるが、ボー ド学校のシー トで教師の権威性 を導 くために教壇上の椅子 を取 り上 げ
た り、重要人物の用いる道具 ということか ら銀行の支配人の立場を導いたりという点である。
また、解答となる用語自体は比較的簡単なものである。日本の場合、唐突に専門用語 を"ふ り
がな"付 で設問に出 したり、解答 としたりという例がよ く見うけられるが…。
ところで、今回とりあげたシー トを用いる対象年齢はどの くらいなのであろうか?日 本の
場合、カリキュラムの関係から主たるワーク・シー トの対象は小学生 という印象があるが、見
た通 りこれらのシー トは中学生以上という対象を想定 しているのではないかと感 じられる。歴
史学 を学ぶ大学生でも一寸 という課題 も見受けられる。単 に自分の国の歴史ではないか ら、と
い う以上の設問の難解 さを感 じるのだが、設問に答える生徒 ・児童以上に指導 ・助言 ・評価す
る立場の教師にとっての難易度はどうであろうか?こ のパ ックを用いた場合、その教師の力七
量が問われるのは明白であろうg












それに対 して、今回、断片 とは言え取 り上げた英国のワーク ・シー トは、大人でも相当に頭
を悩ます ような作業が多い。実際に筆者がワーク ・シー トの利用 を体験 してみても、英国の歴
史や生活様式への理解の不足 という点を差 し引いても、かな り難 しいものであった。展示資料
というモノを入口としてか くも様 々な事柄 を考えさせ ることができるものか、博物館というの
は重要な存在であるという点 をあらためて認識 したものである。先に述べたように、各シー ト
の設問の対象年齢が どうかという点はよく検証 し得なかったし、当地において、この ワーク ・

























物語」(中公新書、1978)、クリス トファー ・ヒバー ト著 ・横山徳爾訳rロ ンドン』(アサヒイブニ






い とい う こ とが あ るか も しれ な い。
(6)本文 で取 り上 げ な か った8枚 分 の 各 テ ー マは以 下 の 通 りで あ る。2ハ イ ドパ ー クの 夏 の 日(Asum-
merdayinHydePark)、5郵便 貨 物車 の模型(ThemodelofRoyalMailcoach)、6玩具 の 展 示(The
displayoftoys)、7台所(Thekitchen)、8買物 に ゆ く(Goingshoping)、11呼び売 り商 人 の 手 押
車(Thecostermonger'sbarrow)、12カー ル トン厩 舎の 模 型(ThemodelofCarltonMews)、16大博
覧 会(TheGreatExhibition)
(7)ジ ョン ・H・フ ォー ク、 リ ン ・D・デ ィ アー キ ン グ著 、高 橋順 一 訳 『博 物 館 体験 学芸 員 の ため の 視
点 」(雄 山 閣 出 版 、1996)
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